
全
国
革
新
懇
主
催
（
安
保

破
棄
実
行
委
員
会
共
催
）
の

辺
野
古
連
帯
行
動
（
６
月
１

日
～
３
日
）
、
沖
縄
連
帯
の

つ
ど
い
（
６
月
３
日
）
に
愛

知
か
ら
２
名
が
参
加
。
こ
の

企
画
に
参
加
し
た
の
は
75
名
。

そ
れ
以
外
に
個
人
で
参
加
し

た
人
が
30
人
以
上
。
辺
野
古

基
地
で
の
土
砂
の
投
入
が
企

図
さ
れ
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
許
さ
な
い
県
民
投
票
が

始
ま
る
重
要
な
時
期
で
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
。
島
ぐ

る
み
で
の
基
地
押
し
つ
け
に

抵
抗
し
て
い
る
沖
縄
の
住
民

が
９
０
０
人
集
ま
っ
た
。

Ⅰ
．
辺
野
古
で
の
集
会
・

連
帯
の
つ
ど
い

６
月
１
日
、
16
時
か
ら
名

護
市
公
民
館
で
集
会
が
行
わ

れ
た
。
稲
嶺
前
市
長
が
三
期

目
に
敗
れ
た
こ
と
に
謝
罪
。

名
護
市
長
選
は
前
代
未
聞
の

国
家
（
官
邸
）
と
の
選
挙
戦

と
な
っ
た
。
人
口
６
万
の
市

に
２
週
間
で
国
会
議
員
が
１

０
０
名
以
上
も
訪
れ
、
期
日

前
投
票
・
動
員
の
た
め
に
レ

ン
タ
カ
ー
２
０
０
台
が
利
用

さ
れ
た
。
前
市
長
は
「
い
ま

も
辺
野
古
で
の
座
り
込
み
に

参
加
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

６
月
２
日
、
午
前
中
、
キ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
、
ゲ
ー
ト
前

で
の
座
り
込
み
、
昼
を
は
さ

ん
で
テ
ン
ト
小
屋
で
の
６
０

０
人
の
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
搬
入
は
な
し
。
カ
ナ
ダ
に

住
ん
で
い
る
女
性
が
金
網
越

し
に
基
地
の
米
兵
に
向
か
っ

て
、
“Go

back
to

your

country!

”
と
叫
ん
で
い
た
。

子
連
れ
の
若
い
夫
婦
も
参
加
。

沖
縄
各
地
（
自
治
体
毎
）

か
ら
バ
ス
な
ど
で
集
っ
た
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を

訴
え
、
オ
ー
ル
沖
縄
の
国
会

議
員
、
自
治
体
議
員
な
ど
も

あ
い
さ
つ
。
集
会
は
ゲ
ー
ト

の
向
か
い
側
の
テ
ン
ト
の
下

で
行
わ
れ
た
。
２
０
１
４
年

か
ら
始
ま
っ
た
ゲ
ー
ト
前
座

り
込
み
は
６
月
２
日
に
は
１

４
２
７
日
を
迎
え
た
。
①
テ

ン
ト
村
は
こ
れ
ま
で
の
闘
い

の
博
物
館
（
写
真
、
図
、
ア

ピ
ー
ル
等
が
展
示
）
の
役
割

②
非
暴
力
を
貫
く
知
恵
（
キ

ン
グ
牧
師
、
仏
教
、
北
米
先

住
民
）
を
伝
え
る
資
料
が
用

意
さ
れ
て
い
た
③
本
土
か
ら

退
職
後
、
移
り
住
ん
だ
人
た

ち
が
つ
め
て
い
た
④
ト
イ
レ

に
行
く
人
の
た
め
の
車
が
常

時
、
待
機
。

Ⅱ
．
軍
事
基
地
―
そ
の
危

険
性
を
体
感
す
る

１
９
５
９
年
６
月
、
宮
森

小
学
校
に
ジ
ェ
ッ
ト
機
墜
落
。

小
学
生
11
名
を
含
む
17
名
が

死
亡
、
２
０
０
名
以
上
が
重

軽
傷
を
お
っ
た
事
故
現
場
を

訪
れ
た
。
市
役
所
で
展
示
が

行
わ
れ
て
お
り
、
小
学
校
へ

も
出
か
け
た
。
慰
霊
の
た
め

の
碑
に
は
武
者
小
路
実
篤

（
作
家
）
が
筆
を
取
っ
た
こ

と
を
知
っ
た
。
道
の
駅
か
ら

嘉
手
納
空
軍
基
地
を
見
学
。

空
中
給
油
機
、
戦
闘
機
も
。

道
の
駅
で
は
米
軍
基
地
の
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
オ

ス
プ
レ
イ
は
中
国
に
ま
で
飛

ぶ
こ
と
が
出
来
、
ど
こ
で
も

離
着
陸
で
き
、
敵
強
襲
を
行

う
。
そ
の
ム
リ
な
機
能
の
た

め
事
故
多
発
も
。

６
月
３
日
、
午
前
中
、
普

天
間
海
兵
隊
基
地
を
金
網
越

し
に
見
る
。
十
数
機
の
オ
ス

プ
レ
イ
が
整
備
と
待
機
。
こ

の
オ
ス
プ
レ
イ
を
日
本
の
自

衛
隊
も
購
入
、
横
田
な
ど
に

配
備
し
て
い
る
。
言
葉
だ
け

で
な
く
米
軍
基
地
の
危
険
性
、

他
国
の
領
土
を
専
制
的
に
占

有
し
て
い
る
理
不
尽
性
を
強

く
感
じ
た
。

Ⅲ
．
「
沖
縄
連
帯
の
つ
ど

い
」
―
―
新
基
地
建
設
ス

ト
ッ
プ
、
誇
り
あ
る
豊
か

な
沖
縄
へ

６
月
３
日
、
午
後
、
沖
縄

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
。

開
会
冒
頭
「
み
な
さ
ん
は
革

新
、
私
は
保
守
」
―
―
自
民

党
を
除
名
さ
れ
た
金
城
徹
元

那
覇
市
議
会
議
長
、
県
内
有

数
の
企
業
グ
ル
ー
プ
会
長
で

「
県
民
は
新
基
地
建
設
を
望

ん
で
い
な
い
こ
と
を
日
本
政

府
・
官
邸
に
つ
き
つ
け
よ
う

と
県
民
投
票
を
提
起
し
て
い

る
」
呉
屋
守
將
さ
ん
が
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

土
木
技
術
者
で
抗
議
船
船

長
・
北
上
田
毅
さ
ん
の
分
析

は
、
辺
野
古
基
地
建
設
は
不

可
能
だ
と
結
論
づ
け
た
。
①

防
衛
局
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

に
よ
り
大
浦
湾
の
深
い
所
が

軟
弱
地
盤
で
基
礎
工
事
が
で

き
な
い
②
同
じ
く
活
断
層
も

大
浦
湾
の
深
い
所
を
走
っ
て

い
る
③
サ
ン
ゴ
類
を
移
植
し

な
い
ま
ま
工
事
を
進
行
④
翁

長
知
事
は
工
事
が
県
と
の
約

束
に
違
反
し
て
進
め
ら
れ
て

い
る
の
で
埋
立
工
事
承
認
を

撤
回
⑤
知
事
選
で
翁
長
さ
ん

が
勝
利
す
れ
ば
確
実
に
工
事

は
ス
ト
ッ
プ
す
る
。

メ
イ
ン
講
演
「
基
地
の
な

い
沖
縄
へ
―
―
世
界
の
激
動

の
中
で
展
望
を
語
る
」
は
志

位
和
夫
共
産
党
委
員
長
が
行
っ

た
。
①
朝
鮮
半
島
の
平
和
の

激
動
に
よ
っ
て
「
基
地
押
し

つ
け
」
論
は
崩
壊
②
沖
縄
を

核
の
基
地
に
し
な
い
―
―

「
核
の
な
い
世
界
」
め
ざ
す

世
界
の
本
流
と
響
き
合
う
③

展
望
を
現
実
の
も
の
に
す
る

力
は
立
場
の
違
い
を
超
え
た

共
闘
に
あ
る
。

そ
の
他
、
ヘ
リ
基
地
反
対

協
共
同
代
表
・
安
次
富
浩
さ

ん
、
新
基
地
を
つ
く
ら
せ
な

い
会･

松
田
藤
子
さ
ん
、
高

江
・
ヘ
リ
パ
ッ
ト
い
ら
な
い

住
民
の
会
・
伊
佐
真
次
さ
ん

の
訴
え
も
。

本
土
か
ら
の
発
言
に
私
も

参
加
。
朝
鮮
半
島
非
核
化
の

中
で
ど
う
闘
う
か
を
提
起
し

た
（
詳
し
く
は
、
全
国
革
新

懇
記
録
集
を
参
照
）
。
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追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
は
安
倍
政
権

―
辺
野
古
連
帯
行
動
・
沖
縄
連
帯
の
つ
ど
い
―

革
新
・
愛
知
の
会
事
務
室
長

村
上
俊
雄

2018.6.3沖縄連帯のつどい

千
種
・
名
東
ア
ク
シ
ョ
ン

リ
ス
タ
ー
ト
集
会

７
月
７
日
、
千
種
名
東
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
は
、
千
種
区

内
で
「
リ
ス
タ
ー
ト
集
会
」

を
ひ
ら
き
、
40
人
が
参
加
し

て
交
流
し
、
田
巻
弁
護
士
が

ミ
ニ
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
よ
る
討
論
で
は
、

「
道
徳
教
科
書
の
展
示
会
へ

行
っ
て
き
た
。
国
民
的
対
話

の
力
量
を
つ
け
な
い
と
」

「
知
人
に
手
紙
で
よ
び
か
け

た
ら
思
わ
ぬ
反
響
が
か
え
っ

て
き
た
。
も
う
一
度
、
今
の

状
況
を
知
ら
せ
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
い
」
「
毎
月
第
２

日
曜
日
、
東
山
公
園
前
で
署

名
活
動
を
や
っ
て
き
た
。
こ

れ
で
終
わ
り
か
と
思
っ
た
ら
、

リ
ス
タ
ー
ト
を
よ
び
か
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
が
ん
ば
り
た

い
」
「
学
生
た
ち
は
『
わ
か

ら
ん
』
と
い
う
が
、
話
せ
ば

わ
か
る
。
対
話
が
大
事
」

「
草
の
根
か
ら
。
家
庭
の
中

か
ら
、
が
大
事
」
「
毎
月
３

日
と
19
日
の
行
動
を
続
け
て

き
た
。
安
倍
の
執
念
に
負
け

と
っ
た
ら
い
か
ん
」
「
９
条

の
話
を
し
て
も
今
の
生
活
が

ま
あ
ま
あ
で
き
れ
ば
と
言
う

人
に
、
自
ら
の
戦
争
体
験
、

疎
開
な
ど
の
話
を
し
な
が
ら

署
名
を
集
め
て
い
る
」
な
ど

な
ど
、
活
発
に
討
論
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
（
黒
田
二
郎
）

豊
田
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

怒
り
の
集
会
と
パ
レ
ー
ド

豊
田
怒
り
の
行
動
が
５
月

12
日
、
愛
環
鉄
道
新
豊
田
駅

前
広
場
に
て
行
わ
れ
、
市
民

80
人
以
上
が
参
加
。
梅
村
浩

司
豊
田
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
代

表
は
「
３
０
０
０
万
人
署
名

を
広
げ
、
９
条
改
憲
を
阻
止

し
ま
し
ょ
う
」
と
、
あ
い
さ

つ
。今

集
会
に
は
、
社
民
党
愛

知
県
連
代
表
が
連
帯
の
あ
い

さ
つ
を
し
、
緑
の
党
か
ら
は

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
も
と
む
ら
伸

子
衆
議
院
議
員
が
応
援
に
駆

け
付
け
国
政
を
紹
介
。
参
加

者
は
、
こ
の
後
、
元
気
よ
く

市
内
の
中
心
街
を
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。
（
豊
田
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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猪
瀬

俊
雄

（
元
裁
判
官
）

与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ

い
て
は
、
や
は
り
平
和
で
す
。

学
生
時
代
か
ら
毎
日
曜
日
に

与
っ
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
ミ
サ
の
祈
り
の
核
心
は
、

「
こ
の
世
界
に
キ
リ
ス
ト
の

平
和
を
お
与
え
く
だ
さ
い
」

と
い
う
祈
り
で
あ
り
、
ミ
サ

の
終
り
に
は
、
「
行
き
ま
し
ょ

う
主
の
平
和
の
う
ち
に
」
と

「
主
の
平
和
を
生
き
、
そ
の

た
め
の
活
動
を
し
て
き
な
さ

い
」
と
送
り
出
さ
れ
る
も
の

で
す
。

と
こ
ろ
で
、
平
和
と
は
何

で
し
ょ
う
。
「
平
和
は
秩
序

の
静
け
さ
」
（
ト
マ
ス
・
ア

キ
ナ
ス
）
と
定
義
さ
れ
、

「
い
つ
く
し
み
と
ま
こ
と
は

い
だ
き
合
う
…
正
義
は
神
の

前
を
進
み
、
平
和
は
そ
の
足

跡
に
従
う
」
（
旧
約
詩
編
85
）

と
の
部
分
も
ミ
サ
で
よ
く
朗

読
さ
れ
る
箇
所
で
す
。
つ
ま

り
、
い
つ
く
し
み
と
ま
こ
と

に
基
礎
を
置
く
政
治
が
な
け

れ
ば
、
本
当
の
秩
序
、
平
和

も
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。こ

の
数
年
、
秘
密
保
護
法

に
始
ま
り
、
最
近
の
カ
ジ
ノ

法
に
至
る
ま
で
社
会
の
法
制

度
が
次
々
に
変
え
ら
れ
、
人

間
の
尊
重
、
尊
厳
の
基
盤
で

あ
る
正
し
い
平
和
が
失
わ
れ
、

さ
ら
に
後
戻
り
で
き
な
く
な

る
状
況
が
迫
っ
て
き
て
い
ま

す
。
専
守
防
衛
を
踏
み
越
え

た
戦
争
法
、
無
意
味
な
核
の

傘
理
論
へ
の
固
執
、
戦
争
に

な
れ
ば
、
最
初
の
攻
撃
対
象

に
な
る
安
保
条
約
に
よ
る
米

軍
基
地
の
島
、
生
け
贄
と
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
沖
縄
問

題
、
森
友
・
加
計
問
題
で
露

呈
し
た
政
府
・
官
僚
組
織
の

不
正
、
腐
敗
体
質
、
国
会
の

審
議
機
能
不
全
、
元
々
安
全

性
の
解
決
不
能
な
原
発
政
策
、

い
つ
の
間
に
か
天
照
大
神
の

子
孫
が
支
配
す
る
国
に
戻
り

つ
つ
あ
る
よ
う
な
天
皇
制
等
々
、

ど
こ
に
正
し
い
秩
序
を
追
求

す
る
姿
勢
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
社
会
状
況
に
突
入
し
そ
う

な
危
機
感
に
焦
る
こ
の
頃
で

す
。

近
ご
ろ

思
う

こ
と

48

各地の取り組みをご紹介し

ます。

改憲阻止！
3000万署名

達成へ！

本当の秩序、平和は
いつくしみとまこと

に基礎を置く政治

猪
瀬
俊
雄
さ
ん
は
、
２
０

１
６
年
４
月
号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
登
場
さ
れ
、
「
集
団
的
自

衛
権
の
本
質
は
他
国
防
衛
権

―
主
権
者
と
し
て
声
を
あ
げ

る
と
き
」
と
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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